
 

 

【令和４年度 余裕金の運用実績について】 

長 崎 大 学 

 本学では資金繰計画に基づく支払いのために確保しておくことが必要な資金以外の資金を，短期運用や長期運用に充てて，その運用益等を本

学の収入に充当しています。令和４年度余裕金の運用実績は次のとおりです。 

 

１． 財務委員会（資金運用にかぎる）の開催状況 

・令和 4 年度第 1 回 開催日：令和 4 年 5 月 27 日（金） 

・報告事項「令和 3 年度余裕金の運用実績について」 

・令和 4 年度第 5 回 開催日：令和 4 年 10 月 28 日（金） 

                   ・報告事項「令和 4 年度上半期余裕金の運用について」 

２．資金運用管理委員会の開催状況 

   ・令和 4 年度第 1 回 開催日：令和 5 年 2 月 17 日（金） 

                   ・審議事項「委託運用額 30 億円の資金準備について」，「委託運用先金融機関の選定について」 

   ・令和 4 年度第 2 回 開催日：令和 5 年 3 月 23 日（木） 

                   ・審議事項「令和 5 年度余裕金運用計画（案）について」 

３.令和４年度運用益等実績額 

                                                                        令和５年３月３１日現在 

 

令和４年度 

（A）特定余裕金  

（国大法 34-3-2） 

による運用 

（B）一般余裕金

（左記（A）以外

の余裕金）による

運用 

 

小 計 

 

売却損益 

 

合 計 

運用益等実績額 34,188,964 円 30,933,856 円 65,122,820 円 ▲8,505,605 円 56,617,215 円 

                                                   

          

本学では自己収入等の収入額のうち，寄附金を原資とする業務上の余裕金（特定余裕金）を利用した公債，社債，定期性預金による運用及び，

すぐには支払いに充てない一時的な財源（一般余裕金）を利用した１年未満の定期性預金による運用を行い運用益を得ています。 


